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80.8

67.1

20.3

16.1

3.5

0.4

26.9

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

自宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）

祖父母宅や友人・知人宅

学童保育所

児童センター・老幼の館

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、公園など）

無回答

総数=516 （複数回答）

８ 小学校就学後の放課後の過ごし方について 

（１）放課後に過ごしている場所 

問 22 宛名のお子さんについて、放課後はどのように過ごしていますか。当てはまる番号すべてに

○をつけ、それぞれ週当たり日数を数字でご記入ください。また、「学童保育所」の場合には、

利用している時間も□内に数字でご記入ください。時間は必ず（例）１８時 のように２４時間

制でご記入ください。（数字は一枠に一字） 

  「学童保育所」…保護者が就労等により昼間家庭にいない場合などに、指導員の下、子どもの

生活の場を提供するものです。事業の利用にあたっては、一定の利用者負担

が発生します。 

 

  ※ 児童センター・老幼の館で行う学童保育所を利用している場合は「５．学童保育所」に回答してください。 

 

①放課後に過ごしている場所 

 「自宅」が 80.8％で最も多く、次いで「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」

が 67.1％、「祖父母宅や友人・知人宅」が 20.3％となっています。 
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全

体

自

宅

祖
父

母
宅
や

友
人

・
知

人
宅

習
い

事
（

ピ
ア
ノ

教
室
、

サ
ッ

カ
ー

ク

ラ

ブ
、

学

習
塾

な
ど
）

児
童

セ
ン
タ
ー

・

老
幼

の
館

学
童

保
育

所

フ
ァ

ミ
リ
ー

・
サ

ポ
ー

ト
・

セ
ン

タ
ー

そ

の
他
（

公
民

館
、

公
園

な
ど
）

無

回
答

516 417 105 346 18 83 2 139 11
100.0 80.8 20.3 67.1 3.5 16.1 0.4 26.9 2.1

71 51 16 42 2 23 1 18 1

100.0 71.8 22.5 59.2 2.8 32.4 1.4 25.4 1.4
81 63 14 52 4 26 - 21 3

100.0 77.8 17.3 64.2 4.9 32.1 - 25.9 3.7
48 34 12 32 1 10 - 18 2

100.0 70.8 25.0 66.7 2.1 20.8 - 37.5 4.2
83 70 12 54 4 13 - 25 -

100.0 84.3 14.5 65.1 4.8 15.7 - 30.1 -
114 101 22 81 3 4 - 28 3

100.0 88.6 19.3 71.1 2.6 3.5 - 24.6 2.6

119 98 29 85 4 7 1 29 2
100.0 82.4 24.4 71.4 3.4 5.9 0.8 24.4 1.7

- - - - - - - - -
* * * * * * * * *

６年生

無回答

学

年

全体

１年生

２年生

３年生

４年生

５年生

 学年別に見ると、「自宅」という回答では１～３年生が７割台、４～６年生が８割台となっていま

す。「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」という回答では、概ね学年が上がるに

つれて割合が多くなっています。「学童保育所」という回答では、概ね学年が上がるにつれて割合が

少なくなっています。 
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全

体

自

宅

祖
父

母

宅

や

友

人
・

知

人

宅

習

い

事
（

ピ

ア

ノ

教

室
、

サ
ッ

カ
ー

ク

ラ

ブ
、

学

習

塾
な

ど
）

児
童

セ

ン

タ
ー

・
老

幼

の

館

学

童

保

育
所

フ
ァ

ミ
リ
ー

・

サ

ポ
ー

ト

・

セ

ン

タ
ー

そ

の
他
（

公

民

館
、

公

園

な

ど
）

無

回

答

516 417 105 346 18 83 2 139 11

100.0 80.8 20.3 67.1 3.5 16.1 0.4 26.9 2.1

43 29 8 23 1 11 1 5 2

100.0 67.4 18.6 53.5 2.3 25.6 2.3 11.6 4.7

126 87 32 73 4 43 1 22 2

100.0 69.0 25.4 57.9 3.2 34.1 0.8 17.5 1.6
205 177 38 143 6 23 - 63 5

100.0 86.3 18.5 69.8 2.9 11.2 - 30.7 2.4

29 27 7 23 2 - - 12 -

100.0 93.1 24.1 79.3 6.9 - - 41.4 -

99 89 17 77 5 1 - 34 1
100.0 89.9 17.2 77.8 5.1 1.0 - 34.3 1.0

2 2 - - - - - 1 -

100.0 100.0 - - - - - 50.0 -

- - - - - - - - -

* * * * * * * * *
- - - - - - - - -

* * * * * * * * *

12 6 3 7 - 5 - 2 1

100.0 50.0 25.0 58.3 - 41.7 - 16.7 8.3

全体

タイプＡ

ひとり親

タイプＢ

フル×フル
タイプＣ

フル×パート
現

在

の

家

庭
類

型

タイプＣ’

フル×パート

タイプＤ
専業主婦（夫）

タイプＥ

パート×パート

タイプＥ’

パート×パート
タイプＦ

無業×無業

無回答

 現在の家庭類型別に見ると、「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」という回答

ではタイプＤが 77.8％と、他の類型と比較して多くなっています。また、「学童保育所」という回

答ではタイプＢが 34.1％で最も多く、次いでタイプＡが 25.6％となっています。 
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0.0

4.8

24.1

36.1

33.7

0.0

1.2

0% 10% 20% 30% 40%

16時より前

16時台

17時台

18時台

19時台

20時以降

無回答

総数=83

全

体

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

無

回

答

417 58 74 67 48 133 9 24 4

100.0 13.9 17.7 16.1 11.5 31.9 2.2 5.8 1.0
105 46 32 10 5 9 - - 3

100.0 43.8 30.5 9.5 4.8 8.6 - - 2.9

346 94 106 80 40 15 4 - 7

100.0 27.2 30.6 23.1 11.6 4.3 1.2 - 2.0

18 12 4 - - - - - 2

100.0 66.7 22.2 - - - - - 11.1

83 3 9 11 13 45 2 - -

100.0 3.6 10.8 13.3 15.7 54.2 2.4 - -

2 1 1 - - - - - -

100.0 50.0 50.0 - - - - - -
139 59 34 25 10 7 - 3 1

100.0 42.4 24.5 18.0 7.2 5.0 - 2.2 0.7

学童保育所

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、公園など）

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカーク

ラブ、学習塾など）

児童センター・老幼の館

②週当たりの日数 

 「自宅」では「５日」が 31.9％で最も多く、次いで「２日」が 17.7％、「３日」が 16.1％となっ

ています。 

 「祖父母宅や友人・知人宅」では「１日」が 43.8％で最も多く、次いで「２日」が 30.5％、「３

日」が 9.5％となっています。 

 「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」では「２日」が 30.6％で最も多く、次

いで「１日」が 27.2％、「３日」が 23.1％となっています。 

 「学童保育所」では「５日」が 54.2％で最も多く、次いで「４日」が 15.7％、「３日」が 13.3％

となっています。 

 「その他（公民館、公園など）」では「１日」が 42.4％で最も多く、次いで「２日」が 24.5％、

「３日」が 18.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③学童保育所の利用終了時間 

 「18 時台」が 36.1％で最も多く、次

いで「19 時台」が 33.7％、「17 時台」が

24.1％となっています。 
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67.6

58.7

29.1

19.4

7.9

1.4

31.6

5.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）

学童保育所

祖父母宅や友人・知人宅

児童センター・老幼の館

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、公園など）

無回答

総数=516 （複数回答）

（２）放課後に過ごさせたい場所（低学年） 

問 23 宛名のお子さんについて、小学校低学年（１～３年生）のうちは、放課後（平日の小学校終

了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。当てはまる番号すべてに○をつ

け、それぞれ希望する週当たり日数を数字でご記入ください。また、「学童保育所」の場合に

は、利用を希望する時間も□内に数字でご記入ください。時間は必ず（例）１８時 のように２

４時間制でご記入ください。（数字は一枠に一字）（※お子さんが小学校高学年（４～６年生）

の保護者の方は、どのような場所で過ごさせていたのか、また、過ごさせていた週当たり日数

をお答えください）。 

  「学童保育所」…保護者が就労等により昼間家庭にいない場合などに、指導員の下、子どもの

生活の場を提供するものです。事業の利用にあたっては、一定の利用者負担

が発生します。 

 

  ※ 児童センター・老幼の館で行う学童保育所を利用したい場合は「５．学童保育所」に回答してください。 

 

①放課後に過ごさせたい場所（低学年） 

 「自宅」が 67.6％で最も多く、次いで「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」

が 58.7％、「学童保育所」が 29.1％となっています。 
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全

体

自

宅

祖
父

母

宅

や

友

人
・

知

人

宅

習

い

事
（

ピ

ア

ノ

教

室
、

サ
ッ

カ
ー

ク

ラ

ブ
、

学

習

塾
な

ど
）

児
童

セ

ン

タ
ー

・
老

幼

の

館

学

童

保

育
所

フ
ァ

ミ
リ
ー

・

サ

ポ
ー

ト

・

セ

ン

タ
ー

そ

の
他
（

公

民

館
、

公

園

な

ど
）

無

回

答

516 349 100 303 41 150 7 163 27

100.0 67.6 19.4 58.7 7.9 29.1 1.4 31.6 5.2

43 25 10 18 2 20 1 8 3

100.0 58.1 23.3 41.9 4.7 46.5 2.3 18.6 7.0

126 50 27 57 9 80 1 20 4

100.0 39.7 21.4 45.2 7.1 63.5 0.8 15.9 3.2
205 158 34 127 13 39 2 71 14

100.0 77.1 16.6 62.0 6.3 19.0 1.0 34.6 6.8

29 27 7 23 4 - - 14 1

100.0 93.1 24.1 79.3 13.8 - - 48.3 3.4

99 82 19 72 12 5 3 46 3
100.0 82.8 19.2 72.7 12.1 5.1 3.0 46.5 3.0

2 - - - - 1 - - 1

100.0 - - - - 50.0 - - 50.0

- - - - - - - - -

* * * * * * * * *
- - - - - - - - -

* * * * * * * * *

12 7 3 6 1 5 - 4 1

100.0 58.3 25.0 50.0 8.3 41.7 - 33.3 8.3
無回答

現

在

の

家

庭
類

型

タイプＣ

フル×パート

タイプＣ’

フル×パート

タイプＤ
専業主婦（夫）

タイプＥ

パート×パート

タイプＥ’

パート×パート
タイプＦ

無業×無業

全体

タイプＡ

ひとり親

タイプＢ

フル×フル

 現在の家庭類型別に見ると、「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」という回答

ではタイプＤが 72.7％と、他の類型と比較して多くなっています。また、「学童保育所」という回

答ではタイプＢが 63.5％で最も多く、次いでタイプＡが 46.5％となっています。 
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0.7

4.0

19.3

43.3

26.7

0.7

5.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

16時より前

16時台

17時台

18時台

19時台

20時以降

無回答

総数=150

全

体

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

無

回

答

349 59 78 67 28 86 2 21 8

100.0 16.9 22.3 19.2 8.0 24.6 0.6 6.0 2.3

100 46 28 8 3 10 - 1 4

100.0 46.0 28.0 8.0 3.0 10.0 - 1.0 4.0

303 91 127 52 21 3 2 - 7
100.0 30.0 41.9 17.2 6.9 1.0 0.7 - 2.3

41 27 9 3 2 - - - -

100.0 65.9 22.0 7.3 4.9 - - - -

150 4 11 29 18 81 5 - 2

100.0 2.7 7.3 19.3 12.0 54.0 3.3 - 1.3

7 3 1 2 - - - - 1

100.0 42.9 14.3 28.6 - - - - 14.3

163 55 45 31 14 12 - 4 2

100.0 33.7 27.6 19.0 8.6 7.4 - 2.5 1.2

児童センター・老幼の館

学童保育所

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、公園など）

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカーク
ラブ、学習塾など）

②週当たりの日数 

 「自宅」では「５日」が 24.6％で最も多く、次いで「２日」が 22.3％、「３日」が 19.2％となっ

ています。 

 「祖父母宅や友人・知人宅」では「１日」が 46.0％で最も多く、次いで「２日」が 28.0％、「５

日」が 10.0％となっています。 

 「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」では「２日」が 41.9％で最も多く、次

いで「１日」が 30.0％、「３日」が 17.2％となっています。 

 「児童センター・老幼の館」では「１日」が 65.9％で最も多く、次いで「２日」が 22.0％、「３

日」が 7.3％となっています。 

 「学童保育所」では「５日」が 54.0％で最も多く、次いで「３日」が 19.3％、「４日」が 12.0％

となっています。 

 「その他（公民館、公園など）」では「１日」が 33.7％で最も多く、次いで「２日」が 27.6％、

「３日」が 19.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③学童保育所の希望終了時間 

 「18 時台」が 43.3％で最も多く、次

いで「19 時台」が 26.7％、「17 時台」が

19.3％となっています。 
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76.6

69.8

19.4

14.7

6.8

1.2

35.9

6.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

自宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）

祖父母宅や友人・知人宅

学童保育所

児童センター・老幼の館

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、公園など）

無回答

総数=516 （複数回答）

（３）放課後に過ごさせたい場所（高学年） 

問 24 宛名のお子さんについて、小学校高学年（４～６年生）になったら、放課後（平日の小学校

終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。当てはまる番号すべてに○を

つけ、それぞれの週当たり日数を数字でご記入ください。また、学童保育所の場合には利用を

希望する時間も□内に数字でご記入ください。時間は、必ず（例）１８時 のように２４時間制

でご記入ください（数字は一枠に一字）。 

  「学童保育所」…保護者が就労等により昼間家庭にいない場合などに、指導員の下、子どもの

生活の場を提供するものです。事業の利用にあたっては、一定の利用者負担

が発生します。 

 

  ※ 児童センター・老幼の館で行う学童保育所を利用したい場合は「５．学童保育所」に回答してください。 

 

①放課後に過ごさせたい場所（高学年） 

 「自宅」が 76.6％で最も多く、次いで「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」

が 69.8％、「祖父母宅や友人・知人宅」が 19.4％となっています。 
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全

体

自

宅

祖
父

母

宅

や

友

人
・

知

人

宅

習

い

事
（

ピ

ア

ノ

教

室
、

サ
ッ

カ
ー

ク

ラ

ブ
、

学

習

塾
な

ど
）

児
童

セ

ン

タ
ー

・
老

幼

の

館

学

童

保

育
所

フ
ァ

ミ
リ
ー

・

サ

ポ
ー

ト

・

セ

ン

タ
ー

そ

の
他
（

公

民

館
、

公

園

な

ど
）

無

回

答

516 395 100 360 35 76 6 185 31

100.0 76.6 19.4 69.8 6.8 14.7 1.2 35.9 6.0

43 31 9 28 2 10 1 11 2

100.0 72.1 20.9 65.1 4.7 23.3 2.3 25.6 4.7

126 93 34 80 7 38 - 27 4

100.0 73.8 27.0 63.5 5.6 30.2 - 21.4 3.2
205 163 29 150 13 20 2 85 14

100.0 79.5 14.1 73.2 6.3 9.8 1.0 41.5 6.8

29 26 6 23 3 - - 15 1

100.0 89.7 20.7 79.3 10.3 - - 51.7 3.4

99 75 19 73 9 5 3 43 7
100.0 75.8 19.2 73.7 9.1 5.1 3.0 43.4 7.1

2 1 - - - - - 1 1

100.0 50.0 - - - - - 50.0 50.0

- - - - - - - - -

* * * * * * * * *
- - - - - - - - -

* * * * * * * * *

12 6 3 6 1 3 - 3 2

100.0 50.0 25.0 50.0 8.3 25.0 - 25.0 16.7

全体

タイプＡ

ひとり親

タイプＦ

無業×無業

無回答

現

在

の

家

庭
類

型

タイプＢ

フル×フル
タイプＣ

フル×パート

タイプＣ’

フル×パート

タイプＤ
専業主婦（夫）

タイプＥ

パート×パート

タイプＥ’

パート×パート

 現在の家庭類型別に見ると、「学童保育所」という回答ではタイプＢが 30.2％で最も多く、次い

でタイプＡが 23.3％となっています。 
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0.0

3.9

18.4

38.2

31.6

0.0

7.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

16時より前

16時台

17時台

18時台

19時台

20時以降

無回答

総数=76

全

体

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

無

回

答

395 69 97 85 19 94 6 20 5

100.0 17.5 24.6 21.5 4.8 23.8 1.5 5.1 1.3

100 46 29 11 4 6 - 1 3

100.0 46.0 29.0 11.0 4.0 6.0 - 1.0 3.0

360 78 124 103 40 11 1 - 3
100.0 21.7 34.4 28.6 11.1 3.1 0.3 - 0.8

35 21 11 2 - 1 - - -

100.0 60.0 31.4 5.7 - 2.9 - - -

76 1 18 15 7 31 - - 4

100.0 1.3 23.7 19.7 9.2 40.8 - - 5.3

6 4 1 - - - - - 1

100.0 66.7 16.7 - - - - - 16.7

185 55 61 42 9 13 1 3 1

100.0 29.7 33.0 22.7 4.9 7.0 0.5 1.6 0.5

習い事（ピアノ教室、サッカーク
ラブ、学習塾など）

児童センター・老幼の館

学童保育所

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、公園など）

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

②週当たりの日数 

 「自宅」では「２日」が 24.6％で最も多く、次いで「５日」が 23.8％、「３日」が 21.5％となっ

ています。 

 「祖父母宅や友人・知人宅」では「１日」が 46.0％で最も多く、次いで「２日」が 29.0％、「３

日」が 11.0％となっています。 

 「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」では「２日」が 34.4％で最も多く、次

いで「３日」が 28.6％、「１日」が 21.7％となっています。 

 「児童センター・老幼の館」では「１日」が 60.0％で最も多く、次いで「２日」が 31.4％、「３

日」が 5.7％となっています。 

 「学童保育所」では「５日」が 40.8％で最も多く、次いで「２日」が 23.7％、「３日」が 19.7％

となっています。 

 「その他（公民館、公園など）」では「２日」が 33.0％で最も多く、次いで「１日」が 29.7％、

「３日」が 22.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③学童保育所の希望終了時間 

 「18 時台」が 38.2％で最も多く、次

いで「19 時台」が 31.6％、「17 時台」が

18.4％となっています。 
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0.0

23.1

51.9

17.3

0.0

0.0

5.8

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

７時より前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

総数=52

低学年（１～３

年生）の間は利

用したい

15.0%

高学年（４～６

年生）になって

も利用したい

17.5%

利用する必要

はない

53.1%

無回答

14.4%

総数

160

（４）土曜日、日曜日・祝日の学童保育所の利用希望 

問 25 問 23 または問 24 で「５．学童保育所」に○をつけた方にうかがいます。 

 宛名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、学童保育所の利用希望はありますか。

事業の利用には、一定の利用料がかかります。（１）（２）それぞれについて、当てはまる番号

１つに○をつけてください。また利用したい時間帯を、□内に（例）０９時～１８時 のように

２４時間制でご記入ください（数字は一枠に一字）。 

 

【土曜日】 

①利用希望 

 「利用する必要はない」が 53.1％で最も多く、次いで「高学年（４～６年生）になっても利用し

たい」が 17.5％、「低学年（１～３年生）の間は利用したい」が 15.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②利用したい時間帯（開始時間） 

 「利用したい」と回答した人の希望す

る利用開始時間は、「８時台」が 51.9％

で最も多く、次いで「７時台」が 23.1％、

「９時台」が 17.3％となっています。 
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3.8

0.0

5.8

15.4

44.2

26.9

1.9

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

15時より前

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時以降

無回答

総数=52

0

5

8

5

0

0

0

1

0件 2件 4件 6件 8件 10件

７時より前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

総数=19

低学年（１～３

年生）の間は利

用したい

5.0%

高学年（４～６

年生）になって

も利用したい

6.9%

利用する必要

はない

74.4%

無回答

13.8%

総数

160

③利用したい時間帯（終了時間） 

 「利用したい」と回答した人の希望す

る利用終了時間は、「18 時台」が 44.2％

で最も多く、次いで「19時台」が26.9％、

「17 時台」が 15.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日曜日・祝日】 

①利用希望 

 「利用する必要はない」が 74.4％で最

も多く、次いで「高学年（４～６年生）

になっても利用したい」が 6.9％、「低学

年（１～３年生）の間は利用したい」が

5.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

②利用したい時間帯（開始時間） 

 「利用したい」と回答した人の希望す

る利用開始時間は、「８時台」が８件で最

も多く、次いで「７時台」と「９時台」

がそれぞれ５件となっています。 
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1

0

0

2

9

5

1

1

0件 2件 4件 6件 8件 10件

15時より前

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時以降

無回答

総数=19

低学年（１～３

年生）の間は利

用したい

9.9%

高学年（４～６

年生）になって

も利用したい

18.6%

利用する必要

はない

23.6%

無回答

47.9%
総数

516

③利用したい時間帯（終了時間） 

 「利用したい」と回答した人の希望す

る利用終了時間は、「18 時台」が９件で

最も多く、次いで「19 時台」が５件、「17

時台」が２件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）長期休暇期間中の学童保育所の利用希望 

問 26 宛名のお子さんについて、お子さんの夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中の学童保育所

の利用希望はありますか。事業の利用には、一定の利用料がかかります。当てはまる番号１つ

に○をつけてください。また利用したい時間帯を、□内に（例）０９時～１８時 のように２４

時間制でご記入ください（数字は一枠に一字）。 

 

①利用希望 

 「利用する必要はない」が 23.6％で最も多く、次いで「高学年（４～６年生）になっても利用し

たい」が 18.6％、「低学年（１～３年生）の間は利用したい」が 9.9％となっています。 
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全
体

低
学
年
（

１
～

３

年

生
）

の

間
は

利
用

し

た
い

高
学
年
（

４
～

６

年

生
）

に

な
っ

て
も

利

用

し
た

い

利
用
す

る
必

要
は

な

い

無

回
答

516 51 96 122 247
100.0 9.9 18.6 23.6 47.9

62 3 12 16 31
100.0 4.8 19.4 25.8 50.0

84 11 18 13 42
100.0 13.1 21.4 15.5 50.0

30 3 2 8 17
100.0 10.0 6.7 26.7 56.7

28 - 7 9 12
100.0 - 25.0 32.1 42.9

40 5 9 10 16

100.0 12.5 22.5 25.0 40.0
41 6 6 9 20

100.0 14.6 14.6 22.0 48.8
22 2 6 8 6

100.0 9.1 27.3 36.4 27.3
37 7 6 10 14

100.0 18.9 16.2 27.0 37.8
55 4 5 19 27

100.0 7.3 9.1 34.5 49.1
43 5 9 4 25

100.0 11.6 20.9 9.3 58.1

31 2 10 6 13
100.0 6.5 32.3 19.4 41.9

43 3 6 10 24
100.0 7.0 14.0 23.3 55.8

全体

佐倉中学校区

志津中学校区

上志津中学校区

南部中学校区

臼井中学校区

無回答

居
住
地

区

井野中学校区

佐倉東中学校区

臼井西中学校区

西志津中学校区

臼井南中学校区

根郷中学校区

 居住地区別に見ると、「高学年（４～６年生）になっても利用したい」という回答では根郷中学校

区が 32.3％と、他の地区と比較して多くなっています。 
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全
体

低
学
年
（

１
～

３

年

生
）

の

間
は

利
用

し

た
い

高
学
年
（

４
～

６

年

生
）

に

な
っ

て
も

利

用

し
た

い

利
用
す

る
必

要
は

な

い

無

回
答

516 51 96 122 247
100.0 9.9 18.6 23.6 47.9

43 4 12 8 19
100.0 9.3 27.9 18.6 44.2

126 26 42 22 36
100.0 20.6 33.3 17.5 28.6
205 14 31 45 115

100.0 6.8 15.1 22.0 56.1
29 3 2 9 15

100.0 10.3 6.9 31.0 51.7
99 1 5 36 57

100.0 1.0 5.1 36.4 57.6
2 1 1 - -

100.0 50.0 50.0 - -
- - - - -
* * * * *

- - - - -
* * * * *

12 2 3 2 5
100.0 16.7 25.0 16.7 41.7

タイプＦ
無業×無業

無回答

現
在

の
家

庭
類

型

タイプＢ
フル×フル
タイプＣ

フル×パート
タイプＣ’

フル×パート
タイプＤ

専業主婦（夫）
タイプＥ

パート×パート
タイプＥ’

パート×パート

全体

タイプＡ
ひとり親

 現在の家庭類型別に見ると、「低学年（１～３年生）の間は利用したい」という回答ではタイプＢ

が 20.6％、「高学年（４～６年生）になっても利用したい」という回答ではタイプＢが 33.3％、タ

イプＡが 27.9％と、他の類型と比較して多くなっています。 
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0.0

27.9

53.1

10.9

0.7

0.0

0.7

6.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

７時より前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

総数=147

4.1

6.8

6.1

17.0

31.3

26.5

1.4

6.8

0% 10% 20% 30% 40%

15時より前

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時以降

無回答

総数=147

②利用したい時間帯（開始時間） 

 「利用したい」と回答した人の希望す

る利用開始時間は、「８時台」が 53.1％

で最も多く、次いで「７時台」が 27.9％、

「９時台」が 10.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③利用したい時間帯（終了時間） 

 「利用したい」と回答した人の希望す

る利用終了時間は、「18 時台」が 31.3％

で最も多く、次いで「19時台」が26.5％、

「17 時台」が 17.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



199 

働いていなかっ

た

62.6%

取得した（取得

中である）

23.4%

取得していない

10.3%

無回答

3.7%

総数

516

９ 職場の両立支援制度について 

問 27～問 27－6は、母親・父親それぞれについてお答えください。 

（ひとり親の方は、ご自身に関する設問のみお答えください。） 

 

（１）育児休業の取得状況 

問 27 宛名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか。

母親、父親それぞれについて、当てはまる番号１つに○をつけてください。また、取得してい

ない方はその理由をご記入ください。 

 

【母親】 

①育児休業の取得状況 

 「働いていなかった」が 62.6％で最も多く、次いで「取得した（取得中である）」が 23.4％、「取

得していない」が 10.3％となっています。 
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全
体

働
い
て

い
な

か
っ

た

取
得
し

た
（

取
得

中

で

あ
る
）

取

得
し

て
い

な
い

無

回
答

516 323 121 53 19
100.0 62.6 23.4 10.3 3.7

43 24 6 8 5
100.0 55.8 14.0 18.6 11.6

126 31 75 17 3
100.0 24.6 59.5 13.5 2.4
205 158 25 16 6

100.0 77.1 12.2 7.8 2.9
29 23 4 2 -

100.0 79.3 13.8 6.9 -
99 79 8 8 4

100.0 79.8 8.1 8.1 4.0
2 1 - 1 -

100.0 50.0 - 50.0 -
- - - - -
* * * * *

- - - - -
* * * * *

12 7 3 1 1
100.0 58.3 25.0 8.3 8.3

全体

タイプＡ
ひとり親

タイプＢ
フル×フル
タイプＣ

フル×パート
タイプＣ’

フル×パート
タイプＤ

専業主婦（夫）
タイプＥ

パート×パート
タイプＥ’

パート×パート

タイプＦ
無業×無業

無回答

現
在

の
家

庭
類

型

 現在の家庭類型別に見ると、「取得した（取得中である）」という回答ではタイプＢが 59.5％と、

他の類型と比較して多くなっています。 
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30.2

24.5

20.8

17.0

15.1

15.1

11.3

7.5

7.5

7.5

1.9

0.0

0.0

0.0

15.1

11.3

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

子育てや家事に専念するため退職した

仕事が忙しかった

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があっ

た

職場に育児休業の制度がなかった（就業

規則に定めがなかった）

仕事に戻るのが難しそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育園などに預けることができた

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

昇給・昇格などが遅れそうだった

配偶者が無職、祖父母等の親族にみても

らえるなど、制度を利用する必要がなかっ
た

有期雇用のため育児休業の取得要件を満

たさなかった

配偶者が育児休業制度を利用した

育児休業を取得できることを知らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週

間）を取得できることを知らず、退職した

その他

無回答

総数=53 （複数回答）

②育児休業を取得していない理由 

 「子育てや家事に専念するため退職した」が 30.2％で最も多く、次いで「仕事が忙しかった」が

24.5％、「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」が 20.8％となっています。 
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働いていな

かった

0.6% 取得した（取得

中である）

1.9%

取得していない

87.2%

無回答

10.3%

総数

516

【父親】 

①育児休業の取得状況 

 「取得していない」が 87.2％で最も多く、次いで「取得した（取得中である）」が 1.9％、「働い

ていなかった」が 0.6％となっています。 
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38.0

35.6

24.4

20.7

15.1

10.2

3.6

3.3

2.7

2.4

2.4

0.9

0.4

0.0

5.8

12.0

0% 10% 20% 30% 40%

仕事が忙しかった

配偶者が無職、祖父母等の親族にみても

らえるなど、制度を利用する必要がなかっ

た

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があっ

た

収入減となり、経済的に苦しくなる

配偶者が育児休業制度を利用した

職場に育児休業の制度がなかった（就業

規則に定めがなかった）

昇給・昇格などが遅れそうだった

育児休業を取得できることを知らなかった

保育園などに預けることができた

仕事に戻るのが難しそうだった

子育てや家事に専念するため退職した

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

有期雇用のため育児休業の取得要件を満

たさなかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）

を取得できることを知らず、退職した

その他

無回答

総数=450 （複数回答）

②育児休業を取得していない理由 

 「仕事が忙しかった」が 38.0％で最も多く、次いで「配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもら

えるなど、制度を利用する必要がなかった」が 35.6％、「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があ

った」が 24.4％となっています。 
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育児休業取得

後、職場に復

帰した

86.0%

現在も育児休

業中である

0.0%

育児休業中に

離職した

13.2%
無回答

0.8%

総数

121

育児休業取得

後、職場に復

帰した

8件

現在も育児休

業中である

0件

育児休業中に

離職した

0件

無回答

2件

総数

10

（２）育児休業取得後の職場復帰の状況 

問 27で「２．取得した（取得中である）」と回答した方にうかがいます。⇒該当しない方は、問 28へ 

問 27－1 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

【母親】 

 「育児休業取得後、職場に復帰した」が 86.0％で最も多く、次いで「育児休業中に離職した」が

13.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【父親】 

 「育児休業取得後、職場に復帰した」が８件となっています。 
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年度初めの入

所に合わせた

タイミングだっ

た

51.0%

それ以外だった

46.2%

無回答

2.9%

総数

104

年度初めの入

所に合わせたタ

イミングだった

0件

それ以外だった

7件

無回答

1件

総数

8

（３）職場復帰した時期 

問 27－1で「１．育児休業取得後、職場に復帰した」と回答した方にうかがいます。 

問 27－2 育児休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育園入所に合わせたタイミングでした

か。あるいはそれ以外でしたか。どちらか１つに○をつけてください。 

  ※年度初めでの認可保育園入所を希望して、１月～２月頃復帰して一時的に認可外保育園に入

所した場合なども「１．」に当てはまります。また、年度初めでの入所を希望して復帰した

が、実際には希望する保育園に入所できなかったという場合も「１．」を選択してください。 

 

【母親】 

 「年度初めの入所に合わせたタイミングだった」が 51.0％、「それ以外だった」が 46.2％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【父親】 

 「それ以外だった」が７件となっています。 
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0.0

3.8

8.7

6.7

31.7

15.4

10.6

6.7

11.5

4.8

0% 10% 20% 30% 40%

０か月

１～３か月

４～６か月

７～９か月

10～12か月

13～15か月

16～18か月

19～24か月

25か月以上

無回答

総数=104

0.0

0.0

1.9

1.0

31.7

7.7

14.4

13.5

17.3

12.5

0% 10% 20% 30% 40%

０か月

１～３か月

４～６か月

７～９か月

10～12か月

13～15か月

16～18か月

19～24か月

25か月以上

無回答

総数=104

（４）職場復帰時の子どもの年齢（実際と希望） 

問 27－3 育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何ヶ月のときに職場復帰しましたか。また、

お勤め先の育児休業の制度の期間内で、何歳何ヶ月のときまで取りたかったですか。□内に数

字でご記入ください（数字は一枠に一字）。 

 

【母親】 

①実際の取得期間 

 「10～12 か月」が 31.7％で最も多く、

次いで「13～15 か月」が 15.4％、「25 か

月以上」が 11.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②希望 

 「10～12 か月」が 31.7％で最も多く、

次いで「25 か月以上」が 17.3％、「16～

18 か月」が 14.4％となっています。 
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0

4

0

0

0

0

0

1

0

3

0件 1件 2件 3件 4件 5件

０か月

１～３か月

４～６か月

７～９か月

10～12か月

13～15か月

16～18か月

19～24か月

25か月以上

無回答

総数=8

0

2

0

0

0

1

0

0

1

4

0件 1件 2件 3件 4件 5件

０か月

１～３か月

４～６か月

７～９か月

10～12か月

13～15か月

16～18か月

19～24か月

25か月以上

無回答

総数=8

【父親】 

①実際の取得期間 

 「１～３か月」が４件で最も多く、次

いで「19～24 か月」が１件となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②希望 

 「１～３か月」が２件で最も多く、次

いで「13～15 か月」と「25 か月以上」

がそれぞれ１件となっています。 
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0.0

0.0

1.0

0.0

14.4

4.8

9.6

13.5

0.0

46.2

2.9

7.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

０か月

１～３か月

４～６か月

７～９か月

10～12か月

13～15か月

16～18か月

19～24か月

25～30か月

31～36か月

37か月以上

無回答

総数=104

0

1

1

0

1

0

0

0

2

3

0件 1件 2件 3件 4件

０か月

１～３か月

４～６か月

７～９か月

10～12か月

13～15か月

16～18か月

19～24か月

25か月以上

無回答

総数=8

（５）３歳まで休暇を取得できる制度があった場合の意向 

問 27－4 お勤め先に、育児のために３歳まで休暇を取得できる制度があった場合、「希望」として

はお子さんが何歳何ヶ月のときまで取りたかったですか。□内に数字でご記入ください（数字

は一枠に一字）。 

 

【母親】 

 「31～36 か月」が 46.2％で最も多く、

次いで「10～12 か月」が 14.4％、「19～

24 か月」が 13.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【父親】 

 「25 か月以上」が２件で最も多く、次

いで「１～３か月」、「４～６か月」、「10

～12 か月」がそれぞれ１件となっていま

す。 
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58.7

2.2

19.6

10.9

28.3

8.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

希望する保育園などに入るため

配偶者や家族の希望があったため

経済的な理由で早く復帰する必要があった

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

その他

無回答

総数=46 （複数回答）

1

0

1

1

0

0

0件 1件

希望する保育園などに入るため

配偶者や家族の希望があったため

経済的な理由で早く復帰する必要があった

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

その他

無回答

総数=2 （複数回答）

（６）希望の時期に職場復帰しなかった理由 

問 27－5 問 27－3 で実際の復帰と希望が異なる方にうかがいます。 

 希望の時期に職場復帰しなかった理由についてうかがいます。 

①「希望」より早く復帰した方 ※当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

【母親】 

 「希望する保育園などに入るため」が 58.7％で最も多く、次いで「経済的な理由で早く復帰する

必要があった」が 19.6％、「人事異動や業務の節目の時期に合わせるため」が 10.9％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【父親】 

 「希望する保育園などに入るため」、「経済的な理由で早く復帰する必要があった」、「人事異動や

業務の節目の時期に合わせるため」がそれぞれ１件となっています。 
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3

0

0

0

1

1

1

0件 1件 2件 3件

希望する保育園などに入れなかったため

自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため

配偶者や家族の希望があったため

職場の受け入れ態勢が整っていなかったため

子どもをみてくれる人がいなかったため

その他

無回答

総数=5 （複数回答）

②「希望」より遅く復帰した方 ※当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

【母親】 

 「希望する保育園などに入れなかったため」が３件で最も多く、次いで「子どもをみてくれる人

がいなかったため」が１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【父親】 

 対象者がいませんでした。 

 

 

 

 

 

（７）１歳になるまでの育児休業の取得意向 

問 27－1で「２．現在も育児休業中である」と回答した方にうかがいます。 

問 27－6 お子さんが１歳になったときに必ず利用できる事業があれば、１歳になるまで育児休業

を取得しますか。または、預けられる事業があっても１歳になる前に復帰しますか。当てはま

る番号１つに○をつけてください。 

 

 母親・父親とも、対象者がいませんでした。 
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ゆとりがある

6.2%

ややゆとりが

ある

7.6%

普通

47.1%

やや苦しい

23.6%

大変苦しい

11.6%

わからない

0.6%

無回答

3.3%

総数

516

10 家庭の経済状況等について 

（１）現在の家計の状況 

問 28 現在の家計の状況を総合的にみて、どう感じますか。当てはまる番号１つに○をつけてくだ

さい。 

 

 「普通」が 47.1％で最も多く、次いで「やや苦しい」が 23.6％、「大変苦しい」が 11.6％となっ

ています。 
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全
体

『

ゆ
と

り
が

あ
る
』

普
通

『

苦

し
い
』

わ
か

ら
な

い

無

回
答

516 71 243 182 3 17
100.0 13.8 47.1 35.3 0.6 3.3

43 1 9 30 1 2
100.0 2.3 20.9 69.8 2.3 4.7

126 25 61 38 1 1
100.0 19.8 48.4 30.2 0.8 0.8

205 24 96 76 1 8

100.0 11.7 46.8 37.1 0.5 3.9
29 1 20 7 - 1

100.0 3.4 69.0 24.1 - 3.4
99 18 51 26 - 4

100.0 18.2 51.5 26.3 - 4.0
2 - - 2 - -

100.0 - - 100.0 - -
- - - - - -
* * * * * *

- - - - - -
* * * * * *

12 2 6 3 - 1
100.0 16.7 50.0 25.0 - 8.3

全体

タイプＡ
ひとり親

タイプＦ
無業×無業

無回答

現
在

の
家

庭
類

型

タイプＢ
フル×フル

タイプＣ

フル×パート
タイプＣ’

フル×パート
タイプＤ

専業主婦（夫）
タイプＥ

パート×パート
タイプＥ’

パート×パート

 現在の家庭類型別に見ると、『苦しい』という回答ではタイプＡが 69.8％と、他の類型と比較し

て多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
          ※『ゆとりがある』は、「ゆとりがある」と「ややゆとりがある」の合計。 
           『苦しい』は、「やや苦しい」と「大変苦しい」の合計。 
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7.2

2.7

2.7

2.5

2.1

1.6

1.4

1.0

0.8

0.4

0.4

75.4

12.2

0% 20% 40% 60% 80%

税金、公的年金や健康保険、介護保険料

学習塾や習い事にかかる費用

借金の返済（クレジット等の支払いを含む）

電気代・ガス代・水道代

学校や幼稚園、保育園の給食費

家賃

電話代（固定電話・携帯電話）

住宅ローン

学校や幼稚園、保育園の遠足や修学旅行の参加費

学校の課外活動の参加費、交通費

その他

支払いができなかったことはない

無回答

総数=516 （複数回答）

全

体

家

賃

住

宅

ロ
ー

ン

電

気

代
・

ガ

ス
代

・

水
道

代

電
話

代
（

固
定

電

話
・

携

帯

電
話
）

学

習

塾
や

習

い
事

に

か

か
る

費

用

学

校

や
幼

稚

園
、

保

育

園
の

給

食
費

学

校

や
幼

稚

園
、

保

育

園

の
遠

足

や
修

学

旅

行
の

参

加
費

学

校

の
課

外

活
動

の

参

加

費
、

交

通
費

借

金

の
返

済
（

ク

レ

ジ
ッ

ト
等

の

支
払

い

を
含

む
）

税

金
、

公

的

年
金

や

健

康

保
険
、

介
護

保

険

料

そ

の

他

支

払

い
が

で

き
な

か
っ

た
こ

と

は
な

い

無

回

答

516 8 5 13 7 14 11 4 2 14 37 2 389 63

100.0 1.6 1.0 2.5 1.4 2.7 2.1 0.8 0.4 2.7 7.2 0.4 75.4 12.2
32 - - - - - - - - 1 1 - 27 3

100.0 - - - - - - - - 3.1 3.1 - 84.4 9.4

39 - - - - - - - - - - - 35 4
100.0 - - - - - - - - - - - 89.7 10.3

243 1 - 1 - 2 1 - - 2 6 1 207 27

100.0 0.4 - 0.4 - 0.8 0.4 - - 0.8 2.5 0.4 85.2 11.1
122 4 3 4 1 1 5 1 1 4 14 1 85 12

100.0 3.3 2.5 3.3 0.8 0.8 4.1 0.8 0.8 3.3 11.5 0.8 69.7 9.8

60 3 2 8 6 11 5 3 1 7 16 - 30 2
100.0 5.0 3.3 13.3 10.0 18.3 8.3 5.0 1.7 11.7 26.7 - 50.0 3.3

3 - - - - - - - - - - - 3 -

100.0 - - - - - - - - - - - 100.0 -
17 - - - - - - - - - - - 2 15

100.0 - - - - - - - - - - - 11.8 88.2

全体

ゆとりがある

ややゆとりがある

普通

やや苦しい

わからない

無回答

現

在
の

家

計
の

状

況

大変苦しい

（２）経済的理由のために支払いができなかったもの 

問 29 次の費用のうち、この１年間に経済的理由のために支払いができなかったものはあります

か。当てはまる番号すべてに〇をつけてください。 

 

 「支払いができなかったことはない」が 75.4％となっています。支払いができなかったものでは、

「税金、公的年金や健康保険、介護保険料」が 7.2％で最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現在の家計の状況別に見ると、「税金、公的年金や健康保険、介護保険料」という回答では「大変

苦しい」が 26.7％、「やや苦しい」が 11.5％と、状況が苦しくなるにつれて割合が多くなっていま

す。 
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18.6

16.5

8.1

7.6

7.2

6.4

1.7

49.2

8.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

就労に有利な資格取得にかかる支援

地域の就労情報の提供

同じような悩みを持った人と知り合えること

住まい探しや住宅に関する支援

法律相談が受けられること

一時的に必要な資金を借りられること

その他

特にない

無回答

総数=516 （複数回答）

全

体

地

域

の

就

労

情
報

の

提

供

就

労

に

有

利

な
資

格

取

得

に

か

か

る
支

援

一

時

的

に

必

要
な

資

金

を

借

り

ら

れ
る

こ

と

住

ま

い

探

し

や
住

宅

に

関

す

る

支
援

法

律

相

談

が

受
け

ら

れ

る

こ

と

同

じ

よ

う

な

悩
み

を

持
っ

た

人

と

知
り

合

え

る

こ

と

そ

の
他

特

に

な

い

無

回
答

516 85 96 33 39 37 42 9 254 45

100.0 16.5 18.6 6.4 7.6 7.2 8.1 1.7 49.2 8.7
32 3 2 - - 2 1 - 22 3

100.0 9.4 6.3 - - 6.3 3.1 - 68.8 9.4

39 5 7 - 1 4 5 - 20 5

100.0 12.8 17.9 - 2.6 10.3 12.8 - 51.3 12.8

243 32 36 2 14 9 17 3 151 14

100.0 13.2 14.8 0.8 5.8 3.7 7.0 1.2 62.1 5.8

122 30 31 16 17 14 13 5 42 4

100.0 24.6 25.4 13.1 13.9 11.5 10.7 4.1 34.4 3.3
60 15 19 15 7 8 6 1 16 3

100.0 25.0 31.7 25.0 11.7 13.3 10.0 1.7 26.7 5.0

3 - 1 - - - - - 1 1

100.0 - 33.3 - - - - - 33.3 33.3

17 - - - - - - - 2 15

100.0 - - - - - - - 11.8 88.2

現

在
の

家

計

の

状

況

全体

ゆとりがある

ややゆとりがある

普通

やや苦しい

大変苦しい

わからない

無回答

（３）保護者自身が特に必要としている支援 

問 30 あなたが現在、特に必要としている支援として、どのようなことがありますか。当てはまる

番号３つまでに○をつけてください。 

 

 「特にない」が 49.2％となっています。支援を必要としている人では、「就労に有利な資格取得

にかかる支援」が 18.6％、「地域の就労情報の提供」が 16.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現在の家計の状況別に見ると、「地域の就労情報の提供」、「就労に有利な資格取得にかかる支援」、

「一時的に必要な資金を借りられること」、「住まい探しや住宅に関する支援」という回答では、概

ね状況が苦しくなるにつれて割合が多くなっています。 
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全

体

地

域

の

就

労
情

報

の

提

供

就

労

に

有

利
な

資

格

取

得

に

か

か
る

支

援

一

時

的

に

必
要

な

資

金

を

借

り

ら
れ

る

こ

と

住

ま

い

探

し
や

住

宅

に

関

す

る
支

援

法

律

相

談

が
受

け

ら

れ

る

こ
と

同

じ

よ

う

な
悩

み

を

持
っ

た

人

と
知

り

合

え

る

こ
と

そ

の

他

特

に

な
い

無

回

答

516 85 96 33 39 37 42 9 254 45

100.0 16.5 18.6 6.4 7.6 7.2 8.1 1.7 49.2 8.7

43 8 10 4 10 7 5 2 12 4
100.0 18.6 23.3 9.3 23.3 16.3 11.6 4.7 27.9 9.3

126 9 9 11 10 11 8 1 75 11

100.0 7.1 7.1 8.7 7.9 8.7 6.3 0.8 59.5 8.7

205 30 41 12 8 12 17 3 105 17

100.0 14.6 20.0 5.9 3.9 5.9 8.3 1.5 51.2 8.3

29 6 11 2 1 3 2 - 13 1
100.0 20.7 37.9 6.9 3.4 10.3 6.9 - 44.8 3.4

99 31 23 2 8 3 9 3 42 9

100.0 31.3 23.2 2.0 8.1 3.0 9.1 3.0 42.4 9.1

2 - - - - - - - 2 -

100.0 - - - - - - - 100.0 -

- - - - - - - - - -

* * * * * * * * * *

- - - - - - - - - -

* * * * * * * * * *

12 1 2 2 2 1 1 - 5 3

100.0 8.3 16.7 16.7 16.7 8.3 8.3 - 41.7 25.0

タイプＥ

パート×パート

タイプＥ’

パート×パート

タイプＦ

無業×無業

無回答

現

在

の

家

庭

類

型

全体

タイプＡ
ひとり親

タイプＢ

フル×フル

タイプＣ

フル×パート

タイプＣ’
フル×パート

タイプＤ

専業主婦（夫）

 現在の家庭類型別に見ると、タイプＡで「住まい探しや住宅に関する支援」が 23.3％、「法律相

談が受けられること」が 16.3％、タイプＤで「地域の就労情報の提供」が 31.3％と、他の類型と比

較して多くなっています。 
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45.3

39.0

32.9

21.5

18.6

13.0

5.6

1.4

2.5

10.9

10.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

高校・大学など就学に必要な費用の補助

経済的負担なく受けられる学校外の学習支援

学校以外で自由に安全に過ごせる居場所

就学に必要な制服・文具等の学用品の支給

急な用事（病気、事故等）があったときの一時的な子どもの預かり

学校生活の悩みについて安心して相談できる窓口

教育費用に関する情報提供を受けたり、相談ができる窓口

地域の人と一緒に安心して食事をとることができる場

その他

特にない

無回答

総数=516 （複数回答）

（４）子どもにとって特に必要だと感じている支援 

問 31 宛名のお子さんにとって、特に必要だと感じている支援は何ですか。当てはまる番号３つま

でに○をつけてください。 

 

 「高校・大学など就学に必要な費用の補助」が 45.3％で最も多く、次いで「経済的負担なく受け

られる学校外の学習支援」が 39.0％、「学校以外で自由に安全に過ごせる居場所」が 32.9％となっ

ています。 
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全
体

経
済

的
負

担
な

く
受

け
ら

れ
る

学
校

外

の

学
習

支
援

高
校

・
大

学
な

ど
就

学
に

必
要

な
費

用

の
補

助

就
学

に
必

要
な

制
服

・
文

具
等

の
学

用

品
の

支
給

学
校

生
活

の
悩

み
に

つ
い

て
安

心
し

て

相
談

で
き

る
窓

口

教
育

費
用

に
関

す
る

情
報

提
供

を
受

け

た
り
、

相

談
が

で
き

る
窓

口

学
校

以
外

で
自

由
に

安
全

に
過

ご
せ

る

居
場

所

地
域

の
人

と
一

緒
に

安
心

し
て

食
事

を

と

る
こ

と
が

で
き

る
場

急
な

用
事
（

病

気
、

事
故

等
）

が
あ
っ

た
と

き
の

一
時

的
な

子
ど

も
の

預
か

り

そ
の

他

特

に
な

い

無
回

答

516 201 234 111 67 29 170 7 96 13 56 56
100.0 39.0 45.3 21.5 13.0 5.6 32.9 1.4 18.6 2.5 10.9 10.9

32 5 9 4 3 - 12 - 6 1 9 -
100.0 15.6 28.1 12.5 9.4 - 37.5 - 18.8 3.1 28.1 -

39 13 9 8 11 3 13 - 12 2 4 4
100.0 33.3 23.1 20.5 28.2 7.7 33.3 - 30.8 5.1 10.3 10.3

243 75 97 45 35 11 95 5 49 7 38 19
100.0 30.9 39.9 18.5 14.4 4.5 39.1 2.1 20.2 2.9 15.6 7.8

122 63 82 35 12 9 40 1 19 2 4 9
100.0 51.6 67.2 28.7 9.8 7.4 32.8 0.8 15.6 1.6 3.3 7.4

60 42 34 17 6 6 9 1 8 - - 11
100.0 70.0 56.7 28.3 10.0 10.0 15.0 1.7 13.3 - - 18.3

3 2 3 1 - - - - - 1 - -
100.0 66.7 100.0 33.3 - - - - - 33.3 - -

17 1 - 1 - - 1 - 2 - 1 13
100.0 5.9 - 5.9 - - 5.9 - 11.8 - 5.9 76.5

わからない

無回答

現
在

の
家

計
の

状

況

全体

ゆとりがある

ややゆとりがある

普通

やや苦しい

大変苦しい

 現在の家計の状況別に見ると、「経済的負担なく受けられる学校外の学習支援」、「高校・大学な

ど就学に必要な費用の補助」、「就学に必要な制服・文具等の学用品の支給」という回答では、「やや

苦しい」、「大変苦しい」の割合が、「学校生活の悩みについて安心して相談できる窓口」、「急な用事

（病気、事故等）があったときの一時的な子どもの預かり」という回答では、「ややゆとりがある」

の割合が多くなっています。「学校以外で自由に安全に過ごせる居場所」という回答では「大変苦し

い」が 15.0％と、他の状況と比較して少なくなっています。 
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全

体

経

済
的

負
担
な
く

受
け

ら

れ
る
学

校
外

の
学

習
支

援

高

校
・

大
学
な
ど

就
学

に

必
要
な

費
用

の

補
助

就

学
に

必
要
な
制

服
・

文

具
等
の

学
用

品

の
支

給

学

校
生

活
の
悩
み

に
つ

い

て
安
心

し
て

相
談
で

き
る

窓

口

教

育
費

用
に
関
す

る
情

報

提
供
を

受
け

た

り
、

相
談

が
で

き

る
窓
口

学

校
以

外
で
自
由

に
安

全

に
過
ご

せ
る

居

場
所

地

域
の

人
と
一
緒

に
安

心

し
て
食

事
を

と
る
こ
と

が
で

き

る
場

急

な
用

事
（

病
気
、

事

故

等
）

が

あ
っ

た

と
き

の
一
時
的

な
子

ど

も
の
預

か
り

そ

の
他

特
に

な

い

無

回
答

516 201 234 111 67 29 170 7 96 13 56 56
100.0 39.0 45.3 21.5 13.0 5.6 32.9 1.4 18.6 2.5 10.9 10.9

43 24 28 14 3 6 6 - 5 - 1 9

100.0 55.8 65.1 32.6 7.0 14.0 14.0 - 11.6 - 2.3 20.9
126 47 56 24 12 3 54 2 22 7 16 6

100.0 37.3 44.4 19.0 9.5 2.4 42.9 1.6 17.5 5.6 12.7 4.8
205 79 89 46 25 11 60 2 36 4 21 26

100.0 38.5 43.4 22.4 12.2 5.4 29.3 1.0 17.6 2.0 10.2 12.7
29 14 15 7 6 1 14 - 5 - 2 2

100.0 48.3 51.7 24.1 20.7 3.4 48.3 - 17.2 - 6.9 6.9
99 34 41 19 18 6 33 2 26 2 14 8

100.0 34.3 41.4 19.2 18.2 6.1 33.3 2.0 26.3 2.0 14.1 8.1
2 2 2 - - 2 - - - - - -

100.0 100.0 100.0 - - 100.0 - - - - - -
- - - - - - - - - - - -

* * * * * * * * * * * *
- - - - - - - - - - - -

* * * * * * * * * * * *
12 1 3 1 3 - 3 1 2 - 2 5

100.0 8.3 25.0 8.3 25.0 - 25.0 8.3 16.7 - 16.7 41.7

全体

タイプＥ’

パート×パート
タイプＦ

無業×無業

無回答

現
在
の

家

庭

類
型

タイプＡ

ひとり親
タイプＢ

フル×フル
タイプＣ

フル×パート
タイプＣ’

フル×パート
タイプＤ

専業主婦（夫）
タイプＥ

パート×パート

 現在の家庭類型別に見ると、タイプＡで「経済的負担なく受けられる学校外の学習支援」が 55.8％、

「高校・大学など就学に必要な費用の補助」が 65.1％、「就学に必要な制服・文具等の学用品の支

給」が 32.6％、「教育費用に関する情報提供を受けたり、相談ができる窓口」が 14.0％、タイプＢ

で「学校以外で自由に安全に過ごせる居場所」が 42.9％、タイプＤで「急な用事（病気、事故等）

があったときの一時的な子どもの預かり」が 26.3％と、他の類型と比較して多くなっています。 
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満足度１

4.8%

満足度２

17.8%

満足度３

51.2%

満足度４

19.2%

満足度５

3.3%

無回答

3.7%

総数

516

11 住まいの地域における子育ての環境や支援について 

（１）住まいの地域における子育ての環境や支援への満足度 

問 32 お住まいの地域における子育ての環境や支援への満足度について、当てはまる番号１つに

○をつけてください。 

 

 「満足度３」が 51.2％で最も多く、次いで「満足度４」が 19.2％、「満足度２」が 17.8％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※満足度は、「満足度１」が最も低く、「満足度５」が最も高い。 
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全
体

満
足

度
１

・
２

満

足
度

３

満
足

度
４

・
５

無

回
答

516 117 264 116 19
100.0 22.7 51.2 22.5 3.7

62 14 36 10 2
100.0 22.6 58.1 16.1 3.2

84 15 49 17 3
100.0 17.9 58.3 20.2 3.6

30 5 17 6 2
100.0 16.7 56.7 20.0 6.7

28 10 14 3 1
100.0 35.7 50.0 10.7 3.6

40 13 20 6 1

100.0 32.5 50.0 15.0 2.5
41 4 17 18 2

100.0 9.8 41.5 43.9 4.9
22 5 11 6 -

100.0 22.7 50.0 27.3 -
37 5 23 9 -

100.0 13.5 62.2 24.3 -
55 16 25 11 3

100.0 29.1 45.5 20.0 5.5
43 10 20 11 2

100.0 23.3 46.5 25.6 4.7

31 7 18 5 1
100.0 22.6 58.1 16.1 3.2

43 13 14 14 2
100.0 30.2 32.6 32.6 4.7

全体

佐倉中学校区

志津中学校区

上志津中学校区

南部中学校区

臼井中学校区

無回答

居
住
地

区

井野中学校区

佐倉東中学校区

臼井西中学校区

西志津中学校区

臼井南中学校区

根郷中学校区

 居住地区別に見ると、「満足度４・５」という回答では井野中学校区が 43.9％で最も多く、次い

で臼井南中学校区が 25.6％、臼井西中学校区が 24.3％となっています。 
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65.5

59.3

47.5

33.3

30.4

26.2

21.7

16.9

15.3

15.3

13.4

5.8

5.0

4.1

3.3

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

道路や公園など子どもが安心して暮ら

せる環境の整備

子育て家庭への手当ての支給や税制

優遇措置

小児救急医療体制の充実

幼稚園・保育園の費用や教育費の負

担軽減

出産費用や育児にかかる医療費の負

担軽減

保育園・学童保育所などの整備

子育て家庭への住宅の確保や家賃補

助

公共施設や駅、商業施設のバリアフ

リー化や授乳施設等の環境の整備

母子保健（妊娠中や乳幼児の健診な

ど）の充実

子育て中の親子が気軽に集える場・機

会の提供

子育ての不安や悩みの相談窓口の整

備

幼稚園や保育園などの情報や相談窓

口の整備

妊娠や出産、子育てに関する学習機

会の提供

その他

特にない

無回答

総数=516 （複数回答）

（２）今後の佐倉市における子育ての環境や支援に対する期待 

問 33 今後の佐倉市における子育ての環境や支援について、どのようなことを期待しますか。当て

はまる番号すべてに○をつけてください。 

 

 「道路や公園など子どもが安心して暮らせる環境の整備」が 65.5％で最も多く、次いで「子育て

家庭への手当ての支給や税制優遇措置」が 59.3％、「小児救急医療体制の充実」が 47.5％となって

います。 
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全
体

母

子
保

健
（

妊

娠

中
や

乳

幼

児

の
健

診

な

ど
）

の
充

実

保
育

園

・

学

童

保
育

所

な

ど

の
整

備

子
育

て

中

の

親

子
が

気

軽

に

集
え

る

場

・

機

会
の

提

供

道

路
や

公

園

な

ど

子
ど

も

が

安

心
し

て

暮

ら

せ

る

環
境

の

整

備

公

共
施

設

や

駅
、

商
業

施

設

の

バ
リ

ア

フ

リ
ー

化

や

授

乳

施
設

等

の

環

境
の

整

備

子

育
て

の

不

安

や

悩
み

の

相

談

窓
口

の

整

備

幼

稚
園

や

保

育

園

な
ど

の

情

報

や
相

談

窓

口

の
整

備

妊

娠
や

出

産
、

子

育
て

に

関

す

る
学

習

機

会

の
提

供

出

産
費

用

や

育

児

に
か

か

る

医

療
費

の

負

担

軽
減

幼

稚
園

・

保

育

園

の
費

用

や

教

育
費

の

負

担

軽
減

子

育
て

家

庭

へ

の

手
当

て

の

支

給
や

税

制

優

遇
措

置

子

育
て

家

庭

へ

の

住
宅

の

確

保

や
家

賃

補

助

516 79 135 79 338 87 69 30 26 157 172 306 112

100.0 15.3 26.2 15.3 65.5 16.9 13.4 5.8 5.0 30.4 33.3 59.3 21.7

62 15 14 11 37 10 7 3 3 15 17 38 11

100.0 24.2 22.6 17.7 59.7 16.1 11.3 4.8 4.8 24.2 27.4 61.3 17.7

84 14 25 11 61 13 13 5 4 23 27 50 19

100.0 16.7 29.8 13.1 72.6 15.5 15.5 6.0 4.8 27.4 32.1 59.5 22.6
30 1 4 4 16 5 3 - 1 8 13 21 4

100.0 3.3 13.3 13.3 53.3 16.7 10.0 - 3.3 26.7 43.3 70.0 13.3

28 5 8 5 24 4 7 2 - 5 8 17 5

100.0 17.9 28.6 17.9 85.7 14.3 25.0 7.1 - 17.9 28.6 60.7 17.9

40 6 13 3 25 5 4 3 1 18 13 26 9
100.0 15.0 32.5 7.5 62.5 12.5 10.0 7.5 2.5 45.0 32.5 65.0 22.5

41 6 9 9 27 7 6 3 1 15 14 24 8

100.0 14.6 22.0 22.0 65.9 17.1 14.6 7.3 2.4 36.6 34.1 58.5 19.5

22 5 7 5 15 4 2 3 1 12 11 17 7

100.0 22.7 31.8 22.7 68.2 18.2 9.1 13.6 4.5 54.5 50.0 77.3 31.8

37 8 13 9 27 10 7 2 3 12 16 20 12
100.0 21.6 35.1 24.3 73.0 27.0 18.9 5.4 8.1 32.4 43.2 54.1 32.4

55 6 16 4 38 10 3 4 3 19 20 28 12

100.0 10.9 29.1 7.3 69.1 18.2 5.5 7.3 5.5 34.5 36.4 50.9 21.8

43 5 13 6 29 7 6 2 4 10 15 24 9

100.0 11.6 30.2 14.0 67.4 16.3 14.0 4.7 9.3 23.3 34.9 55.8 20.9
31 5 9 7 18 6 6 2 2 8 8 14 2

100.0 16.1 29.0 22.6 58.1 19.4 19.4 6.5 6.5 25.8 25.8 45.2 6.5

43 3 4 5 21 6 5 1 3 12 10 27 14

100.0 7.0 9.3 11.6 48.8 14.0 11.6 2.3 7.0 27.9 23.3 62.8 32.6

小

児

救

急

医
療

体

制

の

充
実

そ
の

他

特

に

な

い

無
回

答

245 21 17 10

47.5 4.1 3.3 1.9

26 1 3 -

41.9 1.6 4.8 -
45 5 1 1

53.6 6.0 1.2 1.2

11 1 2 1

36.7 3.3 6.7 3.3

14 1 - -

50.0 3.6 - -
24 - 1 1

60.0 - 2.5 2.5

25 3 1 -

61.0 7.3 2.4 -

9 - - 1

40.9 - - 4.5
12 - 3 2

32.4 - 8.1 5.4

25 5 - 1

45.5 9.1 - 1.8

25 3 1 1
58.1 7.0 2.3 2.3

10 1 1 1

32.3 3.2 3.2 3.2

19 1 4 1

44.2 2.3 9.3 2.3

全体

居

住
地

区

佐倉中学校区

志津中学校区

上志津中学校区

南部中学校区

臼井中学校区

井野中学校区

佐倉東中学校区

臼井西中学校区

西志津中学校区

臼井南中学校区

根郷中学校区

無回答

臼井南中学校区

根郷中学校区

無回答

居

住

地
区

南部中学校区

臼井中学校区

井野中学校区

佐倉東中学校区

臼井西中学校区

西志津中学校区

全体

佐倉中学校区

志津中学校区

上志津中学校区

 居住地区別に見ると、「公共施設や駅、商業施設のバリアフリー化や授乳施設等の環境の整備」と

いう回答では臼井西中学校区が 27.0％、「出産費用や育児にかかる医療費の負担軽減」という回答

では臼井中学校区が 45.0％、「子育て家庭への住宅の確保や家賃補助」という回答では臼井西中学

校区が 32.4％と、他の地区と比較して多くなっています。 
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全
体

母

子
保

健
（

妊
娠

中
や
乳

幼
児

の
健

診

な

ど
）

の
充
実

保
育

園
・

学
童

保
育
所

な
ど

の
整

備

子
育

て
中

の
親

子
が
気

軽
に

集
え

る

場

・
機

会
の
提

供

道

路
や

公
園

な
ど

子
ど
も

が
安

心
し

て

暮
ら

せ
る

環
境
の

整
備

公

共
施

設
や

駅
、

商
業
施

設
の

バ
リ

ア

フ

リ
ー

化
や

授
乳

施
設
等

の
環

境
の

整

備

子

育
て

の
不

安
や

悩
み
の

相
談

窓
口

の

整

備

幼

稚
園

や
保

育
園

な
ど
の

情
報

や
相

談

窓
口

の
整
備

妊

娠
や

出
産
、

子

育
て
に

関
す

る
学

習

機
会

の
提
供

出

産
費

用
や

育
児

に
か
か

る
医

療
費

の

負
担

軽
減

幼

稚
園

・
保

育
園

の
費
用

や
教

育
費

の

負
担

軽
減

子

育
て

家
庭

へ
の

手
当
て

の
支

給
や

税

制
優

遇
措
置

子

育
て

家
庭

へ
の

住
宅
の

確
保

や
家

賃

補

助

516 79 135 79 338 87 69 30 26 157 172 306 112

100.0 15.3 26.2 15.3 65.5 16.9 13.4 5.8 5.0 30.4 33.3 59.3 21.7
71 9 21 10 48 8 7 3 1 19 30 38 9

100.0 12.7 29.6 14.1 67.6 11.3 9.9 4.2 1.4 26.8 42.3 53.5 12.7
81 15 31 13 58 10 8 4 5 30 28 53 26

100.0 18.5 38.3 16.0 71.6 12.3 9.9 4.9 6.2 37.0 34.6 65.4 32.1

48 6 9 4 35 9 8 2 1 10 14 32 9
100.0 12.5 18.8 8.3 72.9 18.8 16.7 4.2 2.1 20.8 29.2 66.7 18.8

83 15 26 11 52 17 12 6 4 29 31 54 21
100.0 18.1 31.3 13.3 62.7 20.5 14.5 7.2 4.8 34.9 37.3 65.1 25.3

114 18 24 16 70 19 11 6 8 34 33 68 27
100.0 15.8 21.1 14.0 61.4 16.7 9.6 5.3 7.0 29.8 28.9 59.6 23.7

119 16 24 25 75 24 23 9 7 35 36 61 20
100.0 13.4 20.2 21.0 63.0 20.2 19.3 7.6 5.9 29.4 30.3 51.3 16.8

- - - - - - - - - - - - -

* * * * * * * * * * * * *

小

児
救

急
医
療

体
制

の
充

実

そ
の

他

特
に

な
い

無
回

答

245 21 17 10

47.5 4.1 3.3 1.9
29 5 1 1

40.8 7.0 1.4 1.4
46 4 3 -

56.8 4.9 3.7 -

26 2 - 1
54.2 4.2 - 2.1

35 5 3 2
42.2 6.0 3.6 2.4

54 3 3 3
47.4 2.6 2.6 2.6

55 2 7 3
46.2 1.7 5.9 2.5

- - - -

* * * *

全体

学

年

１年生

２年生

３年生

４年生

５年生

６年生

無回答

３年生

４年生

５年生

６年生

無回答

学

年

全体

１年生

２年生

 学年別に見ると、「保育園・学童保育所などの整備」という回答では２年生が 38.3％、「幼稚園・

保育園の費用や教育費の負担軽減」という回答では１年生が 42.3％、「子育て家庭への住宅の確保

や家賃補助」という回答では２年生が 32.1％、「小児救急医療体制の充実」という回答では２年生

が 56.8％、３年生が 54.2％と、他の学年と比較して多くなっています。 
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全
体

母
子

保
健
（

妊
娠

中
や

乳
幼

児
の

健
診

な
ど
）

の

充
実

保
育

園
・

学
童

保
育

所
な

ど

の
整

備

子
育

て
中

の
親

子
が

気
軽

に

集
え

る

場

・
機

会
の

提
供

道
路

や
公

園

な
ど

子
ど

も
が

安
心

し
て

暮

ら

せ
る

環
境

の
整

備

公
共

施
設

や

駅
、

商
業

施
設

の
バ

リ
ア

フ
リ
ー

化

や

授
乳

施
設

等
の

環
境

の
整

備

子
育

て
の

不

安
や

悩
み

の
相

談
窓

口
の

整
備

幼
稚

園
や

保

育
園

な
ど

の
情

報
や

相
談

窓
口

の
整

備

妊
娠

や
出

産
、

子

育
て

に
関

す
る

学
習

機
会

の
提

供

出
産

費
用

や

育
児

に
か

か
る

医
療

費
の

負

担
軽

減

幼
稚

園
・

保

育
園

の
費

用
や

教
育

費
の

負

担
軽

減

子
育

て
家

庭

へ
の

手
当

て
の

支
給

や
税

制
優

遇
措

置

子
育

て
家

庭

へ
の

住
宅

の
確

保
や

家
賃

補
助

516 79 135 79 338 87 69 30 26 157 172 306 112

100.0 15.3 26.2 15.3 65.5 16.9 13.4 5.8 5.0 30.4 33.3 59.3 21.7
43 4 7 2 22 4 8 1 2 10 10 31 23

100.0 9.3 16.3 4.7 51.2 9.3 18.6 2.3 4.7 23.3 23.3 72.1 53.5
126 26 57 21 71 20 14 10 4 44 49 74 28

100.0 20.6 45.2 16.7 56.3 15.9 11.1 7.9 3.2 34.9 38.9 58.7 22.2
205 28 50 31 137 30 28 9 12 61 71 121 42

100.0 13.7 24.4 15.1 66.8 14.6 13.7 4.4 5.9 29.8 34.6 59.0 20.5
29 3 3 6 24 6 4 3 - 7 5 18 3

100.0 10.3 10.3 20.7 82.8 20.7 13.8 10.3 - 24.1 17.2 62.1 10.3
99 16 14 19 76 25 13 6 8 33 34 54 12

100.0 16.2 14.1 19.2 76.8 25.3 13.1 6.1 8.1 33.3 34.3 54.5 12.1
2 - - - 1 1 - - - - - - 1

100.0 - - - 50.0 50.0 - - - - - - 50.0
- - - - - - - - - - - - -

* * * * * * * * * * * * *
- - - - - - - - - - - - -

* * * * * * * * * * * * *
12 2 4 - 7 1 2 1 - 2 3 8 3

100.0 16.7 33.3 - 58.3 8.3 16.7 8.3 - 16.7 25.0 66.7 25.0

小
児

救
急

医
療

体
制

の

充
実

そ
の

他

特

に
な

い

無
回

答

245 21 17 10

47.5 4.1 3.3 1.9
17 - 2 2

39.5 - 4.7 4.7
60 6 3 3

47.6 4.8 2.4 2.4
95 7 9 2

46.3 3.4 4.4 1.0
19 1 - -

65.5 3.4 - -
47 6 2 2

47.5 6.1 2.0 2.0
1 - - 1

50.0 - - 50.0
- - - -

* * * *
- - - -

* * * *
6 1 1 -

50.0 8.3 8.3 -

全体

タイプＡ

ひとり親
タイプＢ

フル×フル

タイプＣ’

フル×パート
タイプＤ

専業主婦（夫）
タイプＥ

パート×パート
タイプＥ’

パート×パート
タイプＦ

無業×無業

無回答

無回答

現

在
の

家
庭

類
型

全体

タイプＡ

ひとり親
タイプＢ

フル×フル
タイプＣ

フル×パート現
在

の
家

庭

類
型

タイプＣ

フル×パート
タイプＣ’

フル×パート
タイプＤ

専業主婦（夫）
タイプＥ

パート×パート
タイプＥ’

パート×パート
タイプＦ

無業×無業

 現在の家庭類型別に見ると、タイプＡで「子育て家庭への手当ての支給や税制優遇措置」が 72.1％、

「子育て家庭への住宅の確保や家賃補助」が 53.5％、タイプＢで「母子保健（妊娠中や乳幼児の健

診など）の充実」が 20.6％、「保育園・学童保育所などの整備」が 45.2％、タイプＤで「道路や公

園など子どもが安心して暮らせる環境の整備」が 76.8％、「公共施設や駅、商業施設のバリアフリ

ー化や授乳施設等の環境の整備」が 25.3％と、他の類型と比較して多くなっています。 
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（３）自由意見 

問 34 最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、

ご自由にご記入ください。 

 

 有効回収数 516 票中 161 票に記述がありました（１票の中に複数の分野にまたがる回答もある

ため、各項目の回答件数の合計は 161 件より多くなっています）。以下に回答内容の中から一部を

抜粋・調整し、掲載しました。 

 

＜主な回答内容＞ 

①質の高い教育・保育の総合的な提供（12 件） 

・小学校に入り、保育園と幼稚園の学習の差を感じました。同じ子どもなので、保育園でももう少

し学習ができる時間を作っていただけると助かります（保育園はとても楽しい時間をすごせまし

た）。 

・公立の幼稚園の預かり保育が仕事か病院への通院、介護でしか利用できないので、リフレッシュ

での預かりをしてくれるとありがたいです。保育時間ももう少し早い時間から預かってくれると

嬉しいです。今は 8：35～14：00 です。 

・現在、保育園を利用しているのですが、土曜日の保育に給食が出るととても助かる。朝も早いた

め、子どものお弁当を作るのに栄養など考えてあげられないため、保育園で出してもらえると、

バランスも良いため助かります。 

・保育や教育の費用負担軽減、無償化よりも保育や教育内容の充実に力を注いでほしい（保育士、

教師の負担ばかり増え、内容が伴わないのが心配です）。 

・今、小学校６年生まで子育てをしてきましたが、幼稚園の先生の教育が大事だなと一番思います。

佐倉市立和田幼稚園に通っていましたが、子どもに対する教育とは程遠い声掛けをしていたのが

とてもつらかったです。保育環境の充実なども大事ですが、質の良さもとても大事だと感じます。

「生きる力」を今、掲げているのであれば、先生の教育、調査もしていくべきだと思います。 

・校内に併設された和田幼稚園への入園者も少なく、保護者の就労状況も検討しながらこども園的

な対応もできたら良いと思いました。 

 

②地域における子育て支援（54 件） 

・子どももだいぶ大きくなり、来年からフルタイムを考えています。来年５年生になりますが、学

童に入れたいと親は思いますが、子どもは行きたがりません。親としては、安心なので行ってほ

しいのですが。子どもが行きたくなるような学童の内容が、何かないかと思っています。 

・保育園の年齢までは預ける施設はあるのに小学生になったとたんなくなる。小学生低学年もまだ

一人で家には置けないし、学童以外でも考えて欲しい。学童は希望場所でないと、かなり距離が

ある。 

・宛名の子どもが通っている学童保育では現状２年生までで定員。３年生以降は別の学童へ移らな

くてはなりません。本来ならば受入は６年生までのはずなので、せめて中学年（３～４年生）ま

で通えるようにしてほしい。高学年になれば留守番も大丈夫だと思うが、一番困ってしまう中学

年の時に悩んでいる親はとても多いです。 

・和田地区に住んでいますが、少子高齢化が顕著な地域です。今後小学校の小規模特認校化が検討

されていますが、隣接する和田公民館内にある学童保育所の利用ニーズが高く、定員を大幅に超
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過しています。小規模特認校に移行した際、利用する児童も更に増えることが予想されることか

ら、適正な学童保育所管理の在り方が必要だと思います。 

・地域で子どもを育てていく、そんなあたたかい環境があればすばらしい。子育てモデル地域にな

ると思います。地域の方々が地域の子どもたちをよく知っていれば、防犯にもつながりますし、

認知症のお年寄りの方が、もし地域で道に迷っていたりしても、子どもたちが助けてあげること

もできるかもしれません。理想ですが・・・、子どもたちにもお年寄りの方々にも、良いと思う

のですが！私もお年寄りになったら、そんな場所があれば協力したいです。 

・学童保育を５年生の７月まで利用していましたが、高学年になるにつれ、やめてしまう子が多い

と思う。高学年の子どもも楽しめるコンテンツを取り入れてほしいです。 

・仕事をしながら、家事と育児をすると時間が足りなくなってしまう。育児はしっかりしたいので、

家事がもう少し楽になると体を休める時間がとれると思う。家事サービスを頼みたいが、金額が

高い。 

・ファミリーサポートセンターをいつも活用させていただいており、大変助かっています。 

・小学生以上の子どもに対する相談窓口がもっとほしいです。 

・教育や育児に係る経済的な援助や負担の軽減が必要です。いくら環境が充実したり、支援がたく

さん得られても、経済的に苦しければ、利用するところまで行きません。女性は子どもを産もう

とは思わないと思います。 

・中学まではそんなにお金がかからないと思いますが、高校・大学はお金を支払っていけるのか不

安があります。そのへんが充実すると、とても助かります。 

・子どもが小さい時も大変ですが、高校生や大学生、専門学生の時が一番お金がかかります。学生

のうちは、医療費や教育費の負担を軽減してほしいです。何か補助金みたいなものがあっても良

いのではないでしょうか？ 

・医療費の支給券を高校生までにしてほしい。大きくなると病院にかかる事は少ないですが、持病

があり、数カ月に一回通院しています。窓口負担、薬代、検査で 5,000 円程かかりかなりの負担

です。 

・インフルエンザの予防接種も子ども３人目は無料や半額など実施してほしい。家族全員だと、と

ても金銭負担高すぎます。 

・子どもの習い事に支援を。野球、サッカー、水泳、ダンス、英語などの習い事にかかる費用も負

担になっています。子育て支援の一環として、ぜひ一部費用負担などの支援がほしいです。 

 

③すこやかに生まれ育つ環境づくり（２件） 

・子どもの検診時にアレルギーの相談、病院の相談等、詳しく情報を教えてもらえるといいなと思

った。 

・現在、子育て環境には満足しておりますが、子どもの教育の中で、もっと身近にお年寄りの方と

接する機会などがあると子どもにとって良い影響になるのではないかと思っています。何か市で

イベント等企画していただけるとうれしいなと思います。 

 

④仕事と子育てを両立させる社会づくり（19 件） 

・子育ては行政の支援も大事ですが、父親の子育ての参加が一番大事だと思います。行政が整って

も、父親の意識が変わらなければ意味がないと思います。 

・昨年度、仕事が休みの日は保育園を使うなという趣旨の文書が配布され、とてもショックを受け
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ました。それまでは、保育園からの手紙や保育士さんたちの対応から、「育児や仕事で疲れたとき

は、子どもを保育園にあずけて休んでよい」というメッセージを感じていました。しかし、この

ような文書を受け取り、佐倉市は疲れた親たちに手を差し伸べることをやめようとしていると感

じてしまいました。とても残念です。保育士さんの待遇改善などの課題はあるかと思いますが、

子どもを保育園に預けられることが、子育ての親にとって、どんなに安心できることか、考えて

みてほしいと思います。また、不正利用防止の文書だったのではないかと思いますが、ほとんど

の人がルールを守って使っていると思います。そういった人たちがこのような文書を受け取った

らどう思うか、もう少し配慮してほしかったと思います。 

・現在、通わせている学校、学童には十分満足しておりますが、当方は夫婦ともに土日祝出勤の仕

事であり、土日祝の学童サービスを充実させていただきたいと強く思います。 

・小学生でも、病児保育のように預かってくれる環境があればいいと思っている。保育園年長さん

も小学生１、２年の低学年も同じレベルなので、低学年のお子さんを持つ親が子どもが病気の時

に安心して仕事に出かけられるようなシステムがあればうれしいです。 

・会社の育休制度が長くても保育園に入るタイミングの問題で希望より短く復帰しました。復帰後

は忙しく、ゆっくり子育てすることが出来ず、出来ればいつでも入園できるよう整備してもらえ

れば、貴重な時間を得ることができると思います。 

 

⑤配慮が必要な子ども・子育て家庭への支援（９件） 

・良い取組、制度があるのは知っていますが、片親で、勤務が毎日朝出勤して、夕方帰る訳でなし、

土日も仕事だと利用することができない。相談も行けない。そんな時間もない。私のような家は

少数だと思いますが。 

・手当はもう少し支給があればありがたい。家賃の補助があると助かる。住宅確保も母子家庭だと

嫌がられる場合も・・・。 

・病気や障害のある子どもの支援強化（放課後の居場所確保、学習支援、専門職の配置、相談体制

の強化、切れ目のない支援、関係者、市民への啓発）。 

・小学生以上でも療育を受けられる場所があると良い。 

 

⑥子どもの最善の利益を支える仕組みづくり（66 件） 

・近くの公園は遊具が少なく、ボール遊びも近隣住民の苦情により禁止されています。自分が子ど

もだった頃はのびのびと遊べていましたが、最近の子どもたちはいろいろな縛りがあって可哀そ

うです。道路で遊んでいて、交通事故に遭う子もいるので、整備された広場や公園がもっと増え

たら良いと思います。 

・歩道が整備されていないので、放課後など子どもだけで外出させるのが危険で遊びに行かせられ

ません。近くに公園もないので、なかなか外で遊ぶ機会を作ってあげられません。現在は学童保

育を利用するようになったので、お友達と外遊びができていますが・・・。通学路なのに歩道が

ない。この状況はいつまで放置されるのでしょうか？ 

・歩道がない道をなくして欲しい。幅がせまい道なら色を付けて欲しい。井野小のそばは危険な道

が多く、心配です。トラックが多すぎます。通り抜けは止めてほしい。 

・地区ごとに体育館が欲しい（球技などは公園では難しいもの、送迎の負担の軽減）。児童センター

の増設（無料で小学生以上も過ごせる場所）。学区が広いので、放課後の学校の校庭や体育館を開

放して欲しい（保護者も行き先がわかり、みんなで遊びやすいのではないかと思う）。 
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・学校のトイレ、冷房設備を改善してほしいです。40～50 年前のままで可哀そうです。 

・子どもの安全が心配です。防犯の対策を充実してほしい。防犯カメラ、どんどん設置してほしい

です。 

・登下校中の見守り人員を増やして欲しいです。保護者の呼びかけでもありますが、共働き世代で、

なかなか見守りに行けない現状にあります。地区によっては年配のボランティアさんが大勢で見

守ってくださっていますが、全ての地区で行われているわけではありません。その辺のフォロー

を子育て支援課さんたちで強化していただきたいです。 

・学校からのメールで不審者情報流れても、保護者のみでそれ以外の近所の方は情報知らないので、

もっと広く情報を流した方が良いのでは？といつも思う。親達は昼間仕事でいないので、年配の

方達にも情報を行き渡らせた方がもっと防犯になると思う。 

・地域の中で、子どもに対する苦情が厳しすぎる、冷たいと感じることがある。例えば、公園なの

にボール遊びが禁止だったり、自宅前の道路でのチョーク遊びもやめてほしいとか。また、危な

いなどの理由の苦情は、その場で注意した方が効果があると思うが、市や学校などに話がいき、

後日話が大きくなって注意を受ける・・・という事も聞いた事がある。正直、子どもたちは誰か

の家、庭でないと遊べない現状（あと大きな公園・広場＝ちょっと遠い）。遊び場の選択が狭まっ

ている。 

・小学校、高学年の子どもが楽しめるような、児童センターが近くにあったらうれしいです。 

・京成佐倉駅にある「ヤングプラザ」のような施設が、ＪＲ側にもあると放課後の遊ぶ場として利

用できる。高学年になると親も仕事時間を延長するようになるので、子どもの帰宅時間には間に

合わない。子どもだけで自宅にいるより、ヤンプラのような施設が近くにあったらよかったのに

と思っています。 

・振替で学校が休みの時（月曜日）、図書館も南部センターも休みなので、子どもの遊ぶ場所がなく

残念。 

・習い事をさせたくても、親の負担、費用の負担を考えると簡単に習い事も出来ないのが現状。一

回だけや、出来る時だけ等、気軽に参加できるような環境（イベント等）があれば嬉しい。子ど

もには色々な経験をさせたい。以前、市民プラザで子どもの料理教室に上の子を参加させた事が

あるが、そのようなイベントをもっと充実させてほしい。特に、夏休み等の長期休みの時には宿

題も兼ねてできることがあるといい。 

・クラスでいじめがあるが、先生が１人多くついただけで、何の解決にもなっていない。子どもが

「言わないで」と言うので、先生にも言えない。 

 

⑦その他（34 件） 

・住んでいる地区により行政サービスの質に差がある（ユーカリ地区には新しい施設が多いが、臼

井地区は歩道もなく施設も古い）。 

・確かに、親以外の人からのサポートや関りは大切だと思います。それによって助けられる親子も

多いと思います。ですが、やはり幼少期は何といっても親が子どもにとっては一番です。どんな

親でも子どもは一番大好きで、自分の事を好きでいてほしいし、かまってもらいたいのです。充

分親の愛情を受けている子は落ち着いています。その反対に足りていない子はどうしてもほかの

子をかまってしまったり、自分に自信が持てずにいます。言いたいのは片親でどうしても働かな

ければ生活できない家庭には、支援は確実に必要ですが、両親共健在なのに収入を高くしたいが

ために子どもを小さいうちから保育園に入れ、学童に入れ、一番親と一緒にいる必要がある時期
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にいないということをサポートすべきではない、という事です。親から離すサポートではなく、

親といられるサポートを行政にはしていただきたい。と未来を担う子どもたちのために切に願い

ます。 

・小学校のＰＴＡ制度を一度見直してもらいたい。ポイント制にする意味がよくわかりません。や

りたい人がいればやればいいし、いなければ民間に委託する等、母親が働きやすい環境を作って

もらいたいです。 

・過疎地域に目を向けてほしい。交通の便が悪い。（年寄り）子どもの送迎で一日終わります。せめ

て、スクールバスを出してほしい。習い事も、やりたいことにも、制限があり教育格差を感じる。

ファミリーサポートセンターを利用しても、距離が遠くて何をするにもお金がかかります。コミ

ュニティバスは、大変ありがたい試みですが、時間帯が合わず、残念ながら使えません。学校の

行き返りだけでも負担が減れば、と思います（時間短縮、親の仕事時間の延長、放課後時間の活

用）。 

・自分が子育てに奮闘している時に比べ、だいぶ公的なサービスや福祉が整備されているので、う

らやましいです。時代の流れで、整備が後手にまわるのではなく、常に先を見て欲しいです。乳

幼児向けの福祉に焦点を当てたアンケートでしたが、学童世代の親としては、小中学生向けの福

祉や教育にも目を向けていただきたいと感じました。就学すると部署が異なるのかもしれません

が、連携して長期的な子育ての福祉・支援をしていただきたいです。 

 

 

 


